
子供たちが実際に土に触れたり、木を植えるという経験がなく、いのちの大切さを感じる機会が少なくなっている。

実施状況

植栽 環境保全

いのちの森づくり友の会

助成区分
調査・
研究

教育・
啓蒙

日野自動車グリーンファンド
学校の森づくり

学校植樹祭２回開催 参加者満足度
活動の全体目標に
対する達成度

230人参加
896本植樹 100% 100%

課題 

活動内容 

成果 

工夫した点 

今後の課題 

神奈川県足柄上郡の開成南小学校の １～６年生が学校の森づくり活動をしました。 

 ２０１６年１２月２日、開成南小学校の校庭 に３・４年生２００名が１８種類４００本を 植樹し、 生徒さん達 

は真剣に話を聞き和気あいあいと 楽しみながら作業を行い、みんな笑顔で植えた木と記念撮影をしました。 

１年生はドングリを箱に撒く「トロ箱づくり」、 ２年生は幼苗をポットに移し替える「ポット 苗づくり」 

３・４年生は「いのちの森づく り」教室及び校庭緑地帯づくりの体験学習、 ５～６年生は、校庭での植樹活 

動など、学年 に応じた取り組みを行いました。 生物多様性や環境問題についても学ぶ絶好の 機会となりまし 

た。 ２０１７年６月１３日、園芸委員会の子供達 ３０名と３５種類４９６本を校庭の周囲に植樹しました。 

昨年１２月２日と合わせて２回の植樹活動を行えました。 

神奈川県開成南小学校2回の植樹祭で延べ２３０名の子供達が植樹を体験し、森づくりについて楽しく学んでもらうこと 

が出来ました。教頭先生からも「学校に沢山の種類の植物が植えられ、緑が優しい環境となり、生徒さん達に植物の命 

を大切にする気持ちや楽しく植樹することを教えてもらうことができた。」との言葉をいただけました。学校の森づくりの広

がりとして、教頭会によるポット苗づくりイベント6月27日に開催。神奈川県立平塚養護学校での植樹を10月26日小・中 

学校の児童生徒と315本植樹することができました。 

工夫したことは、生徒さん達が植樹をし森づくりをすることが生物、環境、災害対策にとって必要ということを分かって 

もらうため、事前に子供達も参加する森づくり教室を分かりやすく開催したこと。生徒さん達が植えやすいように地盤 

づくりと苗木をセッティングし、出来るわらを敷き詰める作業までやってもらい、わら縄をかけるなどの難しい作業は会 

員メンバーが行った点です。 

植樹、森づくりに参加してくれる学校を探すことです。学校側も活動の内容を知り、生徒さん達の環境の教育、人づくりに

なることを理解してもらえるが、実際に取り組むにはＰＴＡ等の賛同が必要かもしれない。など検討中のままのところがあ 

りもう一度粘り強く学校に訪問、校長先生、事務長さんなどと意見交換し、懸念となることを解消し「学校の森づくり」に手 

を挙げてもらいたいと思います。 


